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榎本佳樹をめぐる人々
榎本と時代を共にした野鳥観察者たち

え の も と    よ し  き

榎本佳樹 （1873年～1945年）

写真 1938年（昭和13年）65歳



発足当時の大阪支部の探鳥会で、指導者として活躍された

榎本佳樹は、当時「鳥学界の至宝」と
称されるほど著名な野外鳥学の第一人者
でした。
その著書「野鳥便覧上・下」は、野外

識別に重点をおいた画期的な野鳥図鑑で
あり、鳥の全長や翼の長さなどの数値は、
現在の鳥類図鑑の多くが野鳥便覧の数値
を引用しています。
もう一つの著書「野の鳥の思い出」に

は、榎本の野鳥観察記録やシギ・チドリ、
ワシタカ類の野外識別方法などが記載さ
れています。

１   野外鳥類研究の草分け 榎本佳樹

野の鳥の思い出
1942年 日新書院



2023年は、榎本佳樹の生誕
150年にあたる年です。

日本野鳥の会大阪支部の
機関紙
『むくどり通信280号』
（2023年11月号）は、
榎本佳樹生誕150年記念
特別号

日本野鳥の会大阪支部
の黎明期を支えた
伝説の指導者
榎本佳樹の足跡を
追った大特集



榎本佳樹とその時代を振り返る意味

榎本は、自分が観察した野鳥の記録や生態などを、動物学雑誌
（日本動物学会）、鳥（日本鳥学会）、野鳥（日本野鳥の会）、鳥
獣報告集（農林省）等に数多くの報告、論文として発表されました。
 榎本の残した観察記録は、明治、大正、昭和（戦前）の野鳥の生息
状況を知ることのできる貴重な資料となっています。特に、淀川河
口や住吉浦にはよく通われシギやチドリを詳細に観察するとともに、
開発により生息地が失われていくことを憂い、その保護の必要性を
事あるたびに訴えていました。

「鳥類の将来に関しては実に寒心に堪えないものがあり、大阪府で
は特にそれが甚だしい様に思われるから、鳥類を愛好する人や、鳥類
研究を事とする人等は、鳥類に関する知識に愛護心の普及に努めるこ
とを第一の急務とせねばなるまい。」（大阪府郷土博物誌第１編
（昭和９年刊）大阪府の鳥類についてより）。

この言葉からも、榎本の野鳥保護への強い思いが
読み取れます。



榎本の生きた時代は、鳥は撃ち落としたり網で捕らえて

食べるもの、捕まえて飼うものであり、観察して楽しむという人はごく
一握りでした。又、都市部周辺での開発が急速に進み、特に大阪では多
くの自然が失われ、野鳥がその数を大きく減らした時代でした。

榎本は、著書「野鳥便覧」の中で、鳥を見る人の心に及ぼす精神的な
影響を種ごとに明記し、鳥が人間にとってなくてはならない存在である
こと、鳥を保護することの重要性を繰り返し訴えています。
戦乱の世相の中で、鳥や自然を愛する心を広めようと務めた榎本。

時代を先取りした野鳥保護思想と言える「榎本の野鳥愛」は、
今の時代に生きる私たちにも大きな勇気を与えてくれるものです。

榎本が早くから警鐘を鳴らしたように、シギやチドリは大きく
数を減らし、今やそのほとんどが絶滅を危惧される状況と
なっています。夢洲をはじめ大阪湾岸の水鳥生息地が失われ
ようとしている今こそ、榎本に学び、その思いを伝え
広めるときではないでしょうか。



2 日本野鳥の会黎明期の人々
日本野鳥の会：1934(昭和9)年、中西悟堂が創設

中西悟堂 1895～1984年
思想家、歌人、詩人、天台宗僧侶

・悟堂が編集する機関紙「野鳥」に
榎本が数多くの記事を執筆。
・悟堂の「野鳥ガイド」（1938年発行）
のワシタカ類の解説は榎本が担当。
・「野鳥」102号榎本佳樹古希記念号の
発行。悟堂作の詩「榎本佳樹翁」を掲載

（自身の詩集「叢林の歌」にも収録。）
・雑誌「文芸春秋」（1942年11月号）に
「野鳥を追う人々」として悟堂が榎本のことを
詳しく紹介。

・「野の鳥の思い出」の出版を悟堂が企画・実現



榎本と悟堂の関係については、昨年の自然史フェスティバルでは、を詳しく
紹介しました。

大阪支部HPから当日の講演の様子をYouTube動画でご覧いただける他
パワポ資料も公開しています。



文芸春秋 昭和17年11月号

中西悟堂が「野鳥を追う人々」
として、川口孫治郎、榎本佳樹、
中村幸雄、仁部富之助の四氏
を紹介 「野外鳥学の四天王」
のうち、榎本についてを最も紙
幅を多く割いて紹介している

榎本は、文芸春秋での
記事のおかげで、世間
に知れ渡り、意外な人
や久しく交際の中絶し
ていた旧友などから称
賛の手紙が来るという
ありさま、人から褒め
られたことが無い私が
多くの人から称揚され
るような奇跡に邂逅し
たと悟堂に感謝してい
る。



【鳥類学者】
内田清之助 1884～1975年

農林省林野局猟政調査室技師から
東大、京大、東京高農などの講師
を歴任。鳥類関連の著書を多数発
表し、鳥学の発展と野鳥の保護に
大きく貢献された。
「野鳥便覧」上巻の序文を執筆

川村多実二 1883～1964年

1936（S11）年、日本野鳥の会
関西支部（後に京都支部と阪神支
部に分離）創立に伴い初代支部長
に就任 
・『鳥の歌の科学』（1947 年）
発行
京都帝国大学教授・生物学
比叡山の鳥類保護に尽力

この写真は、1936
（S11）年3月15日、

野鳥の会の大阪講
演会でのもの。

この日は、日本
野鳥の会が「初め
て大阪進出した
日」と野鳥誌に記
録されている。

国内で初めての
支部結成
1936：関西支部

1937：京都支部
と阪神支部に分離

1939：阪神支部
から神戸支部が
分離独立し、阪神
支部は大阪支部と
改称



京都支部比叡山探鳥会での川村多実二と榎本佳樹

比叡山延暦寺
釈迦堂前

1939年5月28日
中西悟堂撮影

榎本66歳
川村56歳



川口孫治郎 1873〜1937年

和歌山県有田郡出身、榎本と同い年。
東京高等師範学校卒、京都帝国大学法学
部卒。鳥類研究家、民俗学者。和歌山県
佐賀県、岐阜県、福岡県で教職に奉じ、
名校長と謳われるなどその職務を全うす
る一方で、余暇を鳥類の生態観察とその
記録に捧げた。

■野鳥の声の「ききなし」を提唱
■著書に「日本鳥類生態学資料」､「自然暦」
■農林省の鳥獣調査嘱託者会議の際に同宿し、
川村、榎本の三人で鳥談義に夜を明かした
というエピソードも

※自然暦の新装版が2013年に八坂書房から出版

【在野の野鳥研究家】



小林桂助 1908～2000年

1939年神戸支部独立時の神戸支部長
榎本とは鳥類研究上の手紙を交換。
野鳥の会の講演会や探鳥会でも交流。
 

※大阪支部が保管している「野鳥便覧」
は、小林氏のご遺族から2001年に寄贈
いただいたもの。

■先代の小林桂助氏は野鳥の卵の収集家として有名で、
石沢慈鳥氏との共著「原色日本鳥卵図説」がある。
解説は石沢氏、小林氏が出版費を拠出された。
第一集 昭和7年 第十六集 昭和15年刊
208種、1635個の鳥卵を実物大の画で原色刷り

■保育社の原色日本鳥類図鑑 (1967年)の著者
コバケイ図鑑と呼ばれ長く愛用された。



安部幸六 1881？～1961年

福岡鳥の会（大正10年発足）理事や後に会長
を務め、鳥類研究や保護活動に尽力。
有明海でのシギ・チドリ観察や英彦山などの
探鳥に榎本を案内。同氏からの依頼で榎本が
標本を鑑定し、日
本初記録のこの鳥
にヒメノガンとい
う和名を命名した。

「フィールドガイド日本の野鳥」から 日本鳥学会「鳥」第50号



森田淳一
初代支部長（大阪高等学校教授、生物学）
野鳥便覧上巻の発行を全面的に支援。
樺太探鳥旅行同伴など榎本とは各地に探鳥に出かけた。

守山鴻三（白雲）
初代幹事（自宅を事務所に）

阪神支部の創設に尽力。
初代幹事として支部の
揺籃期を支えた。

※白雲と号して随筆など
を野鳥誌上で発表。
1959年には湘南支部設立。
大阪支部には氏直筆の
「百舌鳥耳原風景」と
題したモズの絵が現存。

大阪支部（阪神支部含む）の活動を支えた人々



平松道夫（第2代幹事）

第１回箕面探鳥会（1937.314）で初めて榎本に
会って以来、探鳥会の度に随行し、榎本の直接
の指導を得て、師と仰ぐように。

岡田康稔（改名前は岡田稔）（第2代幹事）

大毎野鳥の会主催の岩湧山探鳥会（1937.7.18）で
初めて榎本に会って以来、機会あるごとに
榎本の指導を受ける。
1942年、本部幹事となり、悟堂のもとで
「野鳥」誌編集等に携わる。
※後に大阪府の初代の鳥獣保護員

として活躍された。



岡田康稔さん（前列左から4人目）を囲んで

2003年5月25日



堀田光鴻（第3代幹事）本業の傍ら野鳥生態画家

として活躍
「親子のように私の家族とも親しくして頂き、幼少の
時父を失った私には一しおなつかしく思える。」
「野鳥」102号 「榎本先生の古希を祝して」から。

一方、榎本も「鳥のおかげ」の中で、家も近く、堀
田氏と一番お会いしている回数が多いと書いている。
※1940年大阪ガスビルで野鳥生態画展覧会､翌年神戸大丸で
個展開催、1943年には新宿伊勢丹でも開催。

堀田光鴻氏の祖父の堀田龍之助は幕末から近代に博物家として有名でした。
鳥の博物画も多く残されていたようで、昭和13年、榎本は野瀬口の堀田氏
親戚の家でたくさんの鳥の絵を見学したことが野鳥S13.12月号に書かれて
います。

堀田光鴻氏の作品については、その写真の一部が「野鳥」に掲載され
ているだけで、今は、その全容が分かる資料などはなく、
作品も個人所蔵の形で分散し、その所在等も知るよしもない。



大淀の秋（淀川河口の鷸・千鳥）堀田光鴻



藤原廣蔵（第4代幹事、後に第2代支部長）

野鳥便覧下巻の出版費数千円を支援。藤原氏の支援なし
には、野鳥便覧下巻は発行できなかった。
榎本とは、探鳥会の他、日本アルプスへの探鳥などに
同行。

1987年 叙勲祝賀会
藤原支部長を囲んで

※戦後の大阪支部を

平松道夫、岡田康稔
の両氏とともに復興、
発展させた。

1987年、野鳥保護

の功績で勲五等瑞宝
章授与。



昭和36（1961）年
大阪支部報 創刊

『なにわ町人学者』の「鳥の保護者 藤原広蔵」の中で大阪港の干潟
で榎本佳樹に鳥の識別をたたきこまれたことを語られている。
藤原支部長当時63歳。

毎日新聞社社会部 編『なにわ町人学者』,所書店,1967.

国立国会図書館デジタルコレクション から引用



山崎静子（歌人）

学徳高く温柔なる童顔の高齢者に相対すると、

このお方が私の父であったら、と思う。･･･
と榎本を父のように慕う気持ちを書かれている。

探鳥会にもよく参加され、鳥の歌を「野鳥」誌上
でも多く発表されていた。

大淀の川べに君が聲作るホウロクシギの
音色しみじみ

空仰ぐするどき瞳チウヒとぞ
一ことの間に和みけり師は

「野鳥」102号
榎本佳樹先生の片影 から

写真は
歌集『水流』から



榎本は野鳥誌の故山口勝一氏の追悼文の中で、箕面の山地
でのやりとりを次のように回想されている。
･･･そうすると山口氏は例の快活な口調で「左はヤブサメ右
はヒヨドリ」と唱えてにこにこしている。次に何を言うのか
と待っていると「中をとりもつヒカリヌス」と付け加えて、
愉快そうに笑っておられる。これは私の頭の髪が少なくなっ
て光っていることから思いつかれた一句で、･･･その一句を
無邪気な罪のないものと快く思って、共に大笑いをした･･･
「野鳥」109号から 両人の交友関係がうかがえる一コマ

山口勝一 大阪毎日新聞社事業部長

1943年 43歳で病死
大毎野鳥の会の主宰者で、野鳥の会とタイ
アップし探鳥会などを企画実施。大阪支部
のため側面から尽力された。



岩湧山に婦人も交じる 探鳥ハイキング 風雅な大毎野鳥の会

昭和12年7月19日付 毎日新聞 「第1回探鳥ハイキング」の記事

以下要約

・7月18日午前6時半 難波駅から特別仕立の「探鳥列車」で三日市駅に
・岩湧寺に向かった会員200余名 うち20余名の婦人会員
・3班に別れて「鳥寄せ」を行い鳴声とその姿を見学
・午後 岩湧寺客殿で観会式を兼ねて講演会を開催
・森田理学博士（初代大阪支部長）の挨拶に次ぎ、
「関西の鳥宝」榎本佳樹翁が「大阪近郊の野鳥」と題し講演
・最後に東京からはせ参じた日本野鳥の会主宰中西悟堂氏が「野鳥とハイキング」
と題し、鳥の鳴声の声帯模写まで交え1時間半にわたる講演
・この日同会で聞いた鳥の鳴声は26種
・今回のハイキングを記念するため野鳥愛護の注意書を記した札を
山中2か所に立て、愛鳥観念を涵養することに

榎本佳樹の第一声は
「わたくしは飼い鳥のことは 鶏のことも知らん」



昭和12年7月18日 大阪毎日新聞主催 大毎野鳥の会発会式を兼ねた岩湧山
探鳥会（参加者200余名） 多宝塔前での記念撮影

後列左から 山口勝一、中西悟堂、前列左から 守山白雲、森田淳一、
熨斗庄太郎、榎本佳樹、大毎：上田長太郎 他



昭和13年7月15日 満州パルプ工業に赴任する平松道夫氏を囲んで

左列前から 山崎静子、森田淳一、平松道夫、榎本佳樹、山口勝一、
中列左から五人目 堀田光鴻、後列右端岡田康稔



3 榎本佳樹  の「野鳥便覧」

上巻 昭和13年（1938年）、下巻 昭和16年（1941年）に日本野鳥の会大阪支
部（上巻は前身の阪神支部）が発行

上巻は初代支部長森田淳一氏が、下巻は藤原廣蔵第２代支部長（当時は幹事）
の全面的な資金援助で発行。発行部数は両巻とも500部。

古書店に出ることもない幻の図鑑である。

上巻 1938年
3月18日印刷

下巻 1941年
  6月15日印刷上巻78種、下巻216種収録 計294種



美しく正確な図版

小さく描いたため、細部が表れてい
なかったり、省略された部分があっ
たりするのもやむを得ないことであ
る。しかしながら相当親切に描いた
つもりであるから、図画の欠点のた
め、種類の違ったものに見える様な
のは、沢山あるまいと信じている。

●生息環境を背景に

●野鳥画としての価値も高い



上巻から





下巻から















下巻巻末の日本産主要鳥類測定表

現在の図鑑のほとんどが、この測定値を引用している



「野鳥」誌での広告コピー

野鳥便覧上巻
着色図版十七、掲載鳥類七十八種。

 
・至宝榎本翁が五十年山野踏査の収穫
を見よ

・明細厳密なる生態描画はすべて翁
自身の筆だ 

･･･一般家庭不可欠の備付書
･･･警察官・其他の必携書

定価 一円五十銭
参考 ：当時の物価 

白米１０ｋｇ: ３円２５銭 



「野鳥」誌での広告コピー

野鳥便覧下巻
菊半載百七十頁。 掲載鳥類二百十六種。 

図版三十二枚（四色版） 

鳥学界の至宝榎本翁が五十年の収穫 

明細正確なる原色画はすべて翁の自筆 

実際役に立つ野鳥ガイドブック

定価 二円五拾銭

参考 ：当時の物価 

白米１０ｋｇ: ３円２５銭 



4「野鳥便覧」と同時代のフィールド図鑑

観察手引

原色野鳥図 上巻・下巻 三省堂

内田清之助校閲 石澤健夫・下村兼二著

  解説の大部分を石澤が、
鳥の原色図と解説中の一部、鳴声の
大部分を下村が担当

・上巻 昭和10（1935）年6月発行
本州、四国、九州（属島除く）、
伊豆七島に繁殖する鳥144種を収録

・下巻 昭和12（1937）年9月発行
同地方に出現する冬鳥及び旅鳥等
124種（図解）を収録

「原色野鳥図」上巻は、榎本の「野鳥便覧」
上巻（昭和13年）よりも 3年前に出版されて
いた 洒落たデザインのケース付き



序 内田清之助 抜粋
近時鳥類生態学の発達するにつれて、
鳥の生態写真なども極めて見事なも
のが見られるようになり、又野外に
於いて鳥類の観察研究に従事する人
達も専門家のみならず一般人士の間
にも次第に多くなって来た。然しそ
れにも係らず此の方面の指導書が従
来一つも出版されていなかったこと
は、同好者の著しく不便とするとこ
ろであった。･･･

はしがき 抜粋
近年日本に於ても動植物の研究の趣味が
流行し、植物・昆虫・貝類等は数種づつ
の美麗な原色の手引書が刊行された。然
し野外観察を本位とした鳥類に関する手
引書は全く刊行されて居ない。著者等は
十数年前から、この様な野鳥のガイド・
ブックを作って見度いと切望していたが、
漸やく機熟して今回刊行される運びに
なった次第である。･･･

我国で最初の野鳥のフィールドガイド



ツグミとハチジョウツグミ（下巻）

日本鳥類目録第2版（1932年）
当時は別種

ツグミ Turdus eunomus
ハチジョウツグミ

Turdus naumanni
日本鳥類目録改訂第7版では
亜種扱いであったが、
改訂第8版では独立種となる

上巻には、鳥卵図として37ページ
にわたり96種100個の卵の原色図が
掲載されている。又、山野における
自然状態の巣と卵の写真も42種43枚
掲載されている。
下巻には、同じく22種25個の卵の

原色図が、又自然状態の巣と卵の写
真が12種13枚掲載されている。



ムナグロとダイゼン（下巻）



石澤慈鳥（健夫）
1899～1967年

明治33（1899）年、山形県生まれ。
東京農大卒業後、林野庁の鳥獣研究室
に勤務し、本格的に日本の野鳥を研究。
1940 年には小林桂助と共著で英文の
 「原色日本産鳥卵図説」を完成させた。 
1950 年から 1951 年にかけて「原色野鳥
ガイド（上・下）」を出版。鳥だけでなく
昆虫の研究者としても知られる。
退職後も鳥の研究を続け、多くの子どもた
ちに野鳥を始めとした身のまわりの自然環
境に興味を持ってもらうために、テレビな
どの放送番組のシナリオ製作なども数多く
手がけた。
石沢慈鳥の収集した鳥類の剥製、卵、巣、

写真、蔵書の約 7,000 点は山形県が受け入
れ、「石沢コレクション」として 現在、山
形県立博物館で保管されている。

『石沢慈鳥ーその人と仕事ー』
石沢慈鳥基金 発行 2018年

参考資料：企画展リーフレット「石沢慈鳥と鳥類」平成25年 山形県立博物館



原色野外鳥類図譜
昭和13年 下村兼史著 三省堂

下村兼史（兼二）1903～1967年

日本の野鳥生態写真の草分け
日本で最初（1922年）にカワセミの写真
を撮った人として知られる
1930－31年には日本初の本格的な野鳥
生態写真集『鳥類生態写真集』（三省堂）

を発刊。後に、自然科学のドキュメンタ
リー映画監督として、映画『或日の干
潟』など多くの作品を残されている。

山階鳥類研究所ホームページで資料が閲覧できる382種（亜種含む）を収録





初版1000部 戦後にわたり14版まで発行されたベストセラー

野鳥ガイドは携帯用ではあるが、原色図
はなく単色線画の挿絵（識別に役立つよ
うな精緻な絵ではない）が入れられてい
るだけのもので、図鑑というよりも一般
向けの野鳥辞典のようなもの

1938年3月10日
初版
この奥付は
1941年12月1日
の第4版のもの

野鳥ガイド陸鳥編 中西悟堂著 1938年発行 195頁



ワシタカ類13種の解説は榎本佳樹によるもの
右 108頁ノスリ 左 109頁ハチクマ



JAPANESE  BIRDS
鷹司信輔 著 昭和16（1941）年発刊

海外からの旅行者向けの英文のガイドブック

鳥類画は小林重三、
写真は下村兼史の
ものが多く使われて
いる



鷹司信輔
1889～1959年

1911年、東京帝国大学理科大学動物学科に入学、飯島魁教
授に師事。1912年、飯島および兄弟弟子の黒田長禮や内田
清之助と共に日本鳥学会を設立、会頭に飯島教授を戴く。
父の死去に伴って、1918年6月10日、公爵を襲爵し、同日、
貴族院公爵議員となる。公務の傍ら研究を続け、1917年、
初の著書『飼ひ鳥』を上梓。同年、鳥類飼育愛好家の会であ
る「鳥の会」を設立、のち会長となる。1922年、飯島の死
去に伴って日本鳥学会第2代会頭に就任（-1946年）
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

たかつかさ のぶすけ

貴族出身の鳥類学者は、
蜂須賀 正氏、山階芳麿、
黒田長礼、清棲幸保など
がいた。





5 生誕150年記念事業について
榎本翁の野鳥の生態研究と愛護運動の足跡を多くの人々
に伝え、改めて野鳥の保護について考えてもらう契機に

【これからの事業計画】
・「野鳥便覧」復刻版（上下巻・解説含み1冊に）の発行

2024年2月中旬

・記念事業企画展の開催 きしわだ自然資料館
2024年2月23日～3月24日

榎本佳樹の功績、当時の大阪の自然や鳥類

の状況、他に鳥類図鑑の変遷等を展示予定

・生誕150年記念探鳥会（シーズン2）の開催
2023年に実施できなかった榎本ゆかりの探鳥地を巡ります
3月：住吉浦（現平林貯木場周辺）、
4月：淀川河口（現矢倉海岸）、5月：生駒山など



榎本佳樹先生を偲ぶ 平松道夫

戦争の進行と共に沼や荒地が開拓され、山野の森林は戦力増強のた
め逐次伐り荒されて行ったことなどは先生の心に深い打撃を与えた
ことであろう。

 鳥の捕獲、卵の採集、繁殖地の激減など愚痴っぽいと思われる程
心にせられていた。

 心から鳥を愛し、野鳥の棲息の安否のみを気にかけていられた先
生も、戦争中の食料不如意のため逝去を早められた。
明治二十年頃の少年時代から古稀を過ぎる迄の永い間、一市井の徒

として、倦まず野鳥の生態研究とその愛護運動に捧げられた足跡は
仰ぐだに尊い。

先生の残されたこの尊い足跡はその著書を通じて、あるいは直接
教えを受けた人々によって必ずや継承せられ、先生の地下に眠る霊
に応えるであろうことを信ずる。

「野鳥」昭和二十四年一月号（通巻128号）から抜粋
※平松道夫氏：日本野鳥の会大阪支部の第二代幹事、
藤原廣蔵氏（後に第二代支部長）らとともに支部の

黎明期を支えた一人。岸和田市出身。 晩年の
平松道夫氏



日本野鳥の会大阪支部ホームページで さらに詳しい情報をご覧いただけます

榎本佳樹の足跡を調べる作業は、時

空を超えて榎本さんに、そして同時代
に鳥を愛し観察していた先人たちに出
会う旅でもありました。
我々が今こうして野鳥を楽しむこと

ができているのは、こうした先人たち
のおかげです。そんな思いで鳥を楽し
み、その楽しみを次の世代につないで
いくことが本当に大切なことであると
今、改めて思います。
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